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　芸文ギャラリーは、芸文学生の①授業成果・制作・研
究活動の発表、②地場産業活性・まちづくりと地域発信
を軸に、③その他アートやクラフトという要素を補いな
がらここ高岡市に存在するあらゆる文化資源を有効に発
信・編集することを目的としている。ものづくりを通し
て生成されるコミュニティは地域にとってかけがえのな
い有機的な出会いを産む『場』であり、学生にとっても
学校だけでは実践的に経験することのできない刺激や発
見、出会いの『場』になりえる。さらに情報や文化の発
信により街のにぎわい創出にも結び付くよう、企画・運
営を目指している。
　開設４年目となる2010年は、引き続き授業成果の発
表展やこども教室等の企画を盛り込んだ上に、卒業生OB
の作品展・オープンキャンパスとの連動企画・富山県デ
ザイン協会の事業成果発表展など、地場で運営をおこな
う上での厚みも増えた。
■さんにんてん 1/8-1/18
　富山大学高岡短期大学部卒業生によるOB展である。
同大学で木材工芸や金属工芸を学んでいた三人が、卒業
後富山や新潟、神戸と別々の場所で暮らしながら制作し
てきたボックスアートや写真など、それぞれの「現在」
を作品として展示した。作品はもちろん、卒業生だけ
あって展覧会のレイアウトにも非常に気を配っており、
来場された方からも沢山の支持を受けた。
■45の木のおもちゃ 2/5-2/15
　富山大学芸術文化学部１年生対象授業「木工基礎演
習」で制作した授業成果を発表する展覧会である。
　学生たちが自らデザインし、制作した木のおもちゃは
完成後、一度地元の保育園児に遊んでもらい、学生が
思い描いた通りのもの、全く予想外の遊び方など、新しい
発見や気づきが生まれた。
　本展覧会会場でも、実際に木のおもちゃで遊びなが
ら、床に敷かれたロール紙に「ぬりえ」もできるように
した。保育園児に遊んでもらった映像もご覧いただきな
がら、芸術文化学部生の、ユニークで斬新な、世界に
ひとつしかない木のおもちゃで期間中は沢山の子供達が
自由に遊んだ。
■あんな色あんない 3/6-3/14
　チェコの交換留学生アンナ・チュムリヴィスカによる
個展をおこなった。
　この展覧会でインスタレーションとして展示された約
200点のクッキーやイースターエッグは、日本での一年
間という生活の中で彼女自身が見た“日本の風景・文化”
がモチーフになっている。
　総絞り柄や田園風景、米などのメジャーなモチーフ選び
は勿論のこと、日本人にとっては馴染み深すぎて意識
していなかった、まちなかの大量な自動販売機やアニメ
という感覚等にも敏感に目を向け作品に取り込むことで
来場者を楽しませた。
　また今回の作品で非常に興味深かったのは、タマゴの
殻に彩色を施す作業が、筆等の画材を使用した着彩では
なく、マスキングを何層にも分けておこなう“染め”の技
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法であることだった。
　余談ではあるが、波状効果としてかこのあと、貸しス
ペース企画として外国人アーティストによる展覧会も続いた。
■芸文オープンキャンパス連携特別展覧会 7/23-7/27
　富山大学芸術文化学部で開催されたオープキャンパス
と同時期におこなった企画展である。
　会場には在学中の先輩達が制作した100号サイズの
平面作品や立体作品を9点展示した。期間中は入学を志す
受験希望者が沢山ギャラリーに足を運び、入学後の制作
活動の参考として興味深く鑑賞していった。
■ヤルキッズアート道場〜夏休みこども教室〜 8/2-8/8
■ ヤルキッズアート道場〜夏休みこども展覧会、あっ！
飛び出す立体アルバムだ！！の巻〜 8/13-8/22
　恒例となった夏のこども教室。徐々に常連の小学生も
集まりだした本企画は、今回は例年と少し趣向を変え、
ジオラマの仕組みをベースとした“夏の思い出立体アル
バム”を制作した。靴箱サイズの小さな立方体の中に
ジオラマを制作し、光の当て方や視点を限定することで
不思議な世界を演出した。
　子供達にはそれぞれ家族で旅行した時の写真や、お気
に入りの雑誌、旅行パンフレット等をコラージュさせ、
空想上の思い出を作り出すという内容である。中には
巨大なネコが支配する森に迷い込んだ思い出や、海の恐竜
と戦う思い出、ひまわり畑に浮かぶ海王丸船等、私たち
では想像もできないような面白いアイデアがうまれた。
　最終的に約40点以上の作品が仕上がった当展覧会。
2010年のスケジュール
1/8〜1/18 さんにんてん
1/23〜1/30 第49回富山県デザイン展ワークショップ「職人的デザイ
ン」成果作品展示会
2/5〜2/15 45の木のおもちゃ
2/19〜3/1 現代GP「出会い・試し・気づき・つなぐ芸術文化教
育 ─ ものに語らせる連鎖型創造授業 ─」平成21 年度後
学期コラボ授業成果展
3/6〜3/14 あんな色あんない
3/19〜3/29 贈る時計の展覧会
4/2〜4/5 MONY ZAKHOUR EXHIBITION 
4/9〜4/12 芸文プライズコレクション2010
4/16〜4/27 水野行偉ケンチク2010
4/30〜5/10 雑貨屋Tommy Dining vol.5
5/14〜24 Gift14
6/4〜6/8 芸ギャラスタッフ展 ─ 羽田純 編 ─
6/11〜6/16 芸ギャラスタッフ展 ─ 蓮野典子 編 ─
6/19〜6/20 ミラ・フォトエキシビジョン
6/25〜7/5 立体造型展
7/8〜7/13 Eco Friendry Action展 ─ 身近にできるエコの提案 ─
2010
7/23〜7/27 芸文オープンキャンパス連携特別展覧会
8/2〜8/8 ヤルキッズアート道場〜夏休みこども教室〜 
8/13〜8/22 ヤルキッズアート道場 ─ 夏休みこども展覧会・あっ！
飛び出す立体アルバムだ！！の巻 ─
8/27〜9/6 それゆけ、図工女子！ ─ ガーリークラフトと、イマド
キ文具の展覧会 編 ─
8/27〜8/20 駅地下芸文ギャラリーの、デザイン文具とステーショナ
リーフェア
9/8〜9/20 芸文堂2週間だけ本屋さん ─建築・インテリアデザイン
の洋書フェア─
10/1〜10/5 PLY
10/8〜10/18 おやつの森と、ゆかいな森のなかまたち展
10/20〜10/31 ちょっと大人のワークショップ 覗き見ジオラマ妄想玉手
箱
11/6〜11/23 似顔絵師CH2.3個展
12/10〜12/14 3angle.トライアングル ─ 3つの視展 ─ 
12/18〜12/25 雑貨屋Tommy Dining vol.6 
参加した小学生は勿論、様々な来場者が感心の溜め息を
つきながら小さな世界に見入っていた。なお反響に応え、
同じ内容での一般人向けワークショップも秋に開催し、
こちらも大盛況のうちに幕を閉じた。
